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Solvent-free liquid materials have much attention as low environmental-loaded soft materials 
that can be used by anyone, anytime, anywhere, without using volatile organic solvents., which 
have the potential to achieve some of the Sustainable Development Goals (SDGs) as an 
alternative to solid materials. Herein, we report on development novel imide-based liquid 
materials. This imide-based liquid material is capable of dissolving various p-conjugated 
molecules as solute. Since the imide-based liquid can behave as electron acceptor, the degree 
of charge-transfer can be tuned by selecting p-conjugated molecules, which were found to be 
dependent upon HOMO levels of them. 
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有機溶媒フリーの液体材料は、揮発性有機溶剤を使用せず、いつでも、どこで

も、誰でも使用できる環境負荷の低いソフトマテリアルとして注目されており、固

形材料に代わる持続可能な開発目標 (SDGs) の一部を達成する可能性を秘めた機能性

材料である。これまで我々は、imide 骨格を有する pyromellitic diimide を用いた新規

液体材料を開発しており、当該液体を溶媒として様々なπ共役化合物を溶解するこ

とで、電荷移動錯体/exciplex を形成することが可能となり、様々な発光色を有する

液体材料および刺激応答材料への応用を行ってきた。1 そこで本研究ではさらなる液

体材料の開発のために、pyromellitic diimide よりもさらにπ共役部位を拡張した液体

材料の開発に成功したので報告する。2  
今回開発した液体材料は、naphthalene diimide 骨格からなり、室温にて過冷却液体

状態をとり、水色発光特性を示した。また、当該液体は naphthalene を溶解すること

で黄緑色発光溶液へと変化することが明らかとなった。さらに、溶解する

naphthalene 誘導体へ様々な置換基を導入したところ、発光色を制御可能であること

が分かった。一方、N,N-dimentylamino naphthalene (Me2N-NA) を溶解した溶液は、発

光を示さずに電荷移動錯体形成由来の濃青色を示した。 
その他に naphthalene 骨格よりもπ共役部位を拡張した誘導体を溶解したところ、

Me2N-NA 溶液同様に発光色を示さずに、電荷移動錯体の形成が示唆される結果とな

った。上記の発光色の変化や電荷移動錯体形成を解明するために DFT 計算を行った

ところ、naphthalene diimide 骨格の LUMO と溶解した誘導体の HOMO 準位と関連が

ある示唆される結果が得られた。 
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